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ガンダーラ仏教図像にみられる儀礼表現の研究

一一「結婚式」の場面を中心として一一

演 本 彩 萌

はじめに

ガンダーラでは、数多くの仏伝の場面が新たに制作された。そのひとつに釈迦の結婚式(以

下、「結婚式」とする)だと考えられる場面があり、数々のガンダーラ仏伝図の場面を特定した
① 

フーシェ (Foucher，A.)の解釈が現在も踏襲されている。フーシェは、この場面にみられるの
② 

は「結婚式の浄法 (vivaha-samskara)J であり、 r(新郎新婦が)手をつないで水査と聖火の周
@ 

りを回るという、ヒンドゥー教の結婚式で行われる儀礼が描かれている」と述べているが、そ

の根拠となる資料には言及しておらず、仏伝文献にみられる「結婚式」の場面も取り上げられ

ていない。それにもかかわらず、この場面はフーシェの研究以降あまり注目されず、展覧会図
④ 

録等にみられる各種解説文もフーシェの意見に則るものがほとんどで、この場面に焦点をあて

た研究はほとんど行なわれてこなかった。そのようななか、数少ない先行研究にヴェラルデイ
⑤ 

(Verardi， G.)の研究がある。ヴェラルデイは、ガンダーラの仏教図像にみられる火の儀礼に

関する研究を行なっており、その一部で「結婚式」の場面を取り上げている。彼は「結婚式J

の場面にみられる儀礼表現について、ヴェーダ祭式に基づくヒンドゥー教の婚姻儀礼との関係

に言及しているが、やはりその根拠となる資料はあげられておらず、仏伝文献との比較対照も
@ 

行なわれていない。

よって、本稿では、仏伝文献およぴ古代インドの祭式文献を参照し、{府l敵的な視点から、ガ

ンダーラ仏伝図における「結婚式」の場面に描かれている儀礼表現をl明らかにしていきたい。

1.ガンダーラ仏伝図にみられる「結婚式」の場面

まずはじめに、伯林寺所蔵の作例〔図 1)を例にとり、図像の詳細を確認していこう。ガン

ダーラ仏伝図にみられる「結婚式」の場面は、細かな部分でヴァリエーションがみられるもの

の、基本的には〔図 1)のような構図になっている。本作例はコリント式柱頭をもっ柱によっ
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て二区画に区切られており、その向かつて右側の区画に「結婚式J の場面が表現されている。

画面中央に向かい合って立つのは釈迦と花嫁である。釈迦はターバン冠飾をつけ、理洛などの

装身具を身につけている。釈迦の左隣に立つのは花嫁で、長いヴェールをまとっている。釈迦

は左手を腰にあて、右手を花嫁に差し出し、その右手を握っている。釈迦と花嫁の間には、足
⑦ 

元に祭火と二つの査が置かれている。その傍らにはパラモンが椅子に腰掛けており、柄杓で祭
@ 

火に蘇j由を注ぎかけている。〔図 1)では、彼らの背後に、花嫁に従う侍女、釈迦に傘蓋を差

し掛けている男性のほか、楽器を携えた三人の男性たちが認められ、婚礼にふさわしい華やか

な音楽が奏でられている様子がうかがえる。

このような「結婚式」の場面を表した作例は、管見の限り 19例ある。これらに共通する大き

な特徴は、①釈迦と花嫁の双方の右手が繋がれていることと、②足元に祭火が描かれているこ

との 2点である【表 1] 0 (図 4)や〔図 5)のように、釈迦と花嫁が動きのある表現をみせる

作例も多数みられる。また、②に関連する特徴として、〔図 1)でみたように、③祭火ととも

に査が描かれている作例があることにも注目したい。壷を描く作例は全体の半数以上を占める

が、描かれる査の個数は作例によって異なり、一定していない[表 1]。

[表 1]r結婚式」の場面作例比較表

番号
①繋いでいる手

②祭火 ③壷(個数) 連続する場面
釈迦 花嫁

1 右手 右手 。 2 

2 右手 右手 O(台上) 2 

3 右手 右手 。 2 

4 右手 右手 。 2 

5 右手 右手 。 2 宮廷生活(左)

6 右手 右手 。 2 宮廷生活(左)

7 右手 右手 。 2 宮廷生活(左)

8 右手 右手 。 2 競技武芸(右)

9 右手 右手 。 2 競技武芸(右)

10 右手 右手 。 2 

11 右手 欠損 。 2 

12 右手 右手 。
13 右手 右手 O(台上)

14 右手 右手 。 。
15 右手 右手 。 。 妃の輿入れ(左) I 

16 右手 右手 。 。 妃の輿入れ(左)

17 右手 左手?⑨ O(台上) 。
18 右手 右手 欠損 欠損

19 右手 右手 欠損 欠損

{筆者作成。番号は本稿末の図版に対応)
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また、「結婚式」をあらわす作例の多くは、〔図 1)と同様に片端または両端をコリント式柱

頭をもっ柱で区切られたもので、その形状や、左あるいは右に残る連続する場面から、奉献小

塔などの胴部に配される連続した仏伝図の一部であることがわかる。 前後の場面をみると、

「結婚式J→「妃の輿入れJ (図15，16)、「結婚式」→「宮廷生活J (岡 5，6， 7)、「競技武

芸J →「結婚式J (図 8，9) といった配列がみられ【表 1]、この場面が釈迦の仏伝の一場面

であることを裏付けている。
⑪ 

以上、ガンダーラ仏伝図にみられる釈迦の「結婚式」の場面をみてきた。「結婚式J の場面

をあらわした作例を検討した結果、共通する特徴として①、②および③のモティーフがみられ

ることが明らかとなったが、これらの図像はどのように成立したのだろうか。次章では、仏伝

文献にみられる「結婚式」のエピソードに図像の成立と関連する記述がみられるかどうか考察

していきたい。

11.仏伝文献にみられる「結婚式」の場面

釈迦が結婚したことは多くの仏伝文献が伝えているが、その内容にはヴァリエーションがあ。
る。まず、「結婚式」に関する記述の有無に焦点をあてるならば、釈迦が妃を安ったことを述

べるだけで結婚式に関する記述は一切みられないもの、妃を王宮に迎え入れる際の描写がみら

れるもの、結婚式に関する記述があるものなどに分類できる。今回筆者が参照した主要な仏伝
⑫ 

文献を上記のヴァリエーションに沿って分類すると、以下のようになる。

(A) 妃を要ったことのみ述べる

• rニダーナカターJ Nidanakathaυ'ataka. vol. 1， p.58; N28， p. 123) 

・『ブッダチャリタJBuddhacarita， 02-26 (馬鳴作， Bc. p.15) 

. 11'マハーヴアストウ JMahavastu (Mv. vol. H， p.48) 

• r太子瑞応本起経』巻上(呉/支謙訳 T3，p.475a} 

• r異出菩薩本起経』巻第一(西普/語道真訳 T3， p.619a) 

・『仏所行讃』巻第一 慮宮品第二(馬嶋作、北涼/曇無識訳 T4，p.4b) 

• r仏本行集経』巻第十四 常飾納妃品下(陪/閤那嘱多訳 1 -3人目:T3， p.715b・c}

• r根本説一切有部昆奈耶破僧事』巻第三(唐/義浮訳 1人目:T23. p. 112a/ 2人目:T24， p. 112 

c/3人目:T24， p. 114b) 

• r衆許摩詞帝経』巻第四(宋/法賢訳 l人目:T3， p. 942c/ 2人口:T3， p. 943c/ 3人目:T3， p. 

945a} 
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(B) 妃を迎え入れる際の描写がある(結婚式に関する記述なし)

• r修行本起経』巻上 試芸品第三(後漢/竺大力共康孟詳訳 T3，p.466a) 

. Ir普耀経』巻第三 試芸品第十(西普/竺法護訳 T3，p.502a) 

. 11"仏本行集経』巻第十三摘術争婚品下(1人目:T3， p. 712c)、巻第十四 常飾納妃品上(3 

人目:T3， p. 714c) 

• r方広大荘厳経』巻第四 現芸品第十二(唐/地婆詞羅訳 T3，p.564c・565a)

(C) 結婚式に関する記述がある

• r仏本行経』巻第一 入誉論品第七(宋/宝雲訳 T4，p.63a) 

・『過去現在因果経』巻第二(劉宋/求那蹴陀羅訳 T3，p. 629b.c) 

• rラリタヴィスタラJ Lalitavistara， XlI， Silpasarpdarsana.parivartal). (第十二章伎芸示現

品) (外薗 [1994]党:p.592，和訳:p.907) 

このように、釈迦が妃を要ることや、妃を王宮に迎え入れる描写のみを記す仏伝文献が大半

を占めており、 r結婚式」そのものに関する記述をもっ仏伝文献は非常に少ない。ここでは、

「結婚式」図の特徴と、仏伝文献にみられる記述との関連性を確認するため、特にC群の仏伝

文献に注目してみよう。まず、それぞれの仏伝文献にみられる r結婚式」に関係する記述を以

下に確認していきたい。

『仏本行&

王即令求女父母来。賜与珍宝、不可称計。召明党志、 卜択良辰。塗香坦地、飾以衆花。以

神見直手、充飽火神。潜太子手、父母授女、為太子妃。 (T4，p.63a.下線は筆者。以下同様)

r過去現在因果経」

王即令諸臣択採吉日、遺車万乗、而往迎之。既至宮己、具足太子婚姻之礼、又復更増諸妓

女衆、昼夜娯楽。 (T3，p.629b.c.) 

rラリタヴィスタラJLalitavistara 

ダンダパーニ釈種は、自分の娘たるゴーパー釈女を、菩薩に与えたり。斯くて、彼女は、
@ 

シュドーダナ王によって、儀軌に則って、菩薩の嫁と為されたり。(外薗 [1994]p. 907) 

以上が、 C群の仏伝文献にみられる「結婚式」の場面周辺の記述である。特に下線部の記述
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に注目してみよう。『過去現在因果経』では「太子は婚姻の礼(婚礼)を具足し(既至宮己、具

足太子婚姻之礼… (T3，p. 629b-c) ) J とあり、『ラリタヴィスタラ』では「儀軌に則って菩薩の

嫁と為す」と述べられている。これらは明らかに結婚式に関する記述ではあるが、「婚礼が行

われた」というのみで、婚姻儀礼の詳しい内容はみられない。

これに対して、『仏本行経』では「結婚式J に関する詳しい内容をみることができる。以下、

『イム本行経』にみられる記述を詳しくみてみよう。

王は娘の父母に(王宮に)来るよう命じた。(王は父母に)珍宝を賜与し、数えることがで

きないほど褒め称えた。(ヴェーダに)よく通じたバラモンを呼ぴ、吉日を選んだ。地面に

香を塗り、たくさんの花で、飾った。マントラと麻(油)で火神を満足させた[供養した]。

太子の手に(水を)濯ぎ、(娘の)父母は娘を(太子に)授け、太子の妃にした。

このように、『仏本行経』には先述の 2種の仏伝文献よりも詳細な描写がみられる。とりわ

け、下線部にみられる「地面に香を塗り、たくさんの花で飾った。マントラと麻(油)で火神

を満足させた[供養した]。太子の手を(水で)濯いでh、(娘の)父母は娘を(太子に)授け、太

子の妃にした」という記述は明らかに儀礼を描写している。

では、このような描写は、浮彫にみられる図像の特徴と一致するだろうか。先述したとおり、

「結婚式」図の特徴は、①釈迦と花嫁の双方の右手が繋がれていることと、②足元に祭火(お

よぴ③査)が描かれていることであった。まず、『仏本行経』について、①に関する記述はみ

られない。続いて、②およぴ③に関しては、「マントラと麻(油)で火神を満足させた(供養し

た)0 (以神克跡、充飽火神。)J という記述との関連を考えることができるが、この記述だけで

は図像と一致するとは言い難い。よって、『仏本行経』には確かに儀礼をあらわしたと思われ

る描写がみられるものの、図像と完全に一致するわけではないといえる。しかしながら、「結

婚式」に関する詳細な描写がみられる仏伝文献は、管見の限り『仏本行経』のみであり、この
⑮ 

ことは注目に値するといえよう。

以上、仏伝文献にみられる「結婚式」の場面を考察してきたが、図像を解釈しうる記述はほ

とんどみられなかった。よって、「結婚式」の場面にみられるモティーフを仏伝文献だけで読

み解くことは難しいといえる。次章では、古代インドの祭式文献であるグリヒヤスートラ
⑮ 

(G:rhyasutra.以下GS.)にみられる婚姻儀礼に関する記述を手がかりとし、図像の特徴およぴ

rイム本行経』にみられる儀礼の描写との関連性を考察していきた久
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111. rグリヒヤスートラJI (Grhyasutra)にみられる婚姻儀礼

古代インドにおける婚姻儀礼に関しては辻直四郎氏の研究に詳しく、そこでは GS.にみら
@ 

れる婚姻儀礼が整理されている。また、はじめに述べたように、ガンダーラの「結婚式」図に

関する先行研究に、ヴェラルディの研究がある。ヴェラルディは、 r結婚式」の場面にみられ

る儀礼はヴェーダ祭式に基づくヒンドゥー教の婚姻儀礼であるとし、釈迦が花嫁の右手をとり

火と水の入った壷のまわりを歩く様子が描かれていると述べ、結婚式に関する儀礼のうち特に
@ 

火を用いるアグニ・パリナヤナ (agni-parir;tayana)やホーマ (homa)などに注目している。

ヴェラルディが注目したこれらの儀礼は、古代インドの婚姻儀礼に関する研究において特に重
@ 

要なものだと考えられている。

それでは、図像の特徴である、①釈迦と花嫁の双方の右手が繋がれていること、②足元に祭

火(および③水壷)が描かれていることについて、関連する儀礼を考察していこう。

①釈迦と花嫁の双方の右手が繋がれていることに関連性が認められる儀礼は、パーニグラハ

ナ (par;tigrahar;ta)である。パーニグラハナは花婿が花嫁の手を握る儀礼で、結婚式で行なわ

れる諸々の儀礼のうち最も重要な儀礼の一つだとされている。ここでは、シャーンカーヤナ・

グリヒヤスートラ (Sar;tkhayana-Grhyasutra，以下 Sar;t.)にみられる記述をみてみよう。

「我は幸福のために汝の手を握る」と唱えながら、彼(花婿)は右手で彼女(花嫁)の右手

を親指も含めて握り、双方の掌を上に向ける。彼は顔を西に向けて立ち、彼女は顔を東に
@ 

向けて座る。

下線部からわかるように、f(花婿は)右手で新婦の右手を握る」ことが規定されている。こ

こで規定される掌の向き、手の握り方については GS.の聞に差異があるが、右手と右手を繋
@ 

ぐことはどの GS.にも共通する。

第I章で確認したように、図像では、ほとんどの作例において釈迦と花嫁の双方の右手が繋

がれていた。単に手を繋ぐことを描写するだけであれば、釈迦の右手と花嫁の左手が繋がれる

作例が混じる可能性もあり、このように表現が統一されるとは考えにくい。よって、図像にみ

られる「右手と右手を繋ぐ」という表現は意図的なものだと考えられる。また、第 II章でみ

たとおり、「右手と右手を繋ぐ」という表現の典拠となる記述は仏伝文献に求められなかった

が、アグニ・パリナヤナには「花婿は右手で花嫁の右手を握る」ことが規定されており、図像

にみられる表現を解釈することが可能である。ただし、この儀礼では、先述の San.にみられ

るように、「右手と右手を繋ぐ」ことと同時に、新郎は立ち、新婦は座るという姿勢が規定さ
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@ 

れている場合がある。「結婚式」図にみられる釈迦と花嫁は右手と右手を繋いでいるが、花嫁

が座っている作例はみられず、図像にみられる表現と GS.に規定される儀礼が完全に一致し

ているとはいえない。しかしながら、右手同士を繋ぐという点において、図像と GS.にみら

れる記述が近い表現をみせることは注目に値するといえよう。

続いて、②足元に祭火(および③水壷)が描かれていることに関係すると考えられる儀礼を

考察してみよう。この描写との関係性が深い儀礼として、ヴェラルディも指摘しているとおり、

アグニ・パリナヤナを挙げることができる。アグニ・パリナヤナは、新郎と新婦が祭火のまわ
@ 

りを歩く儀礼である。たとえば、アーシュヴアラーヤナ・グリヒヤスートラ (λsvalayana-

G:rhyasutra，以下λs.)には以下のような記述がみられる。

彼(花婿)は彼女(花嫁)を導き、祭火と水壷のまわりを、祭火に身体の右側を向けて三

固まわる。彼は「我はかれなり、汝はこれなり。汝はこれなり、我は彼なり。我は天なり、

汝は地なり。我は Sãman なり、汝は ~k なり。我らを結婚させたまえ。我らに子供を与
@ 

えたまえ。互いへの愛、栄光、親切な心、 100年の命を我らに与えたまえ。」と唱える。

このように、 λs.では、新郎が新婦を先導して祭火と水瓶のまわりを歩くことが規定されて

いる。次に、 San.にみられる記述をみてみよう。

彼(花婿)は彼女(花嫁)を導き、祭火のまわりを、祭火に身体の右側を向けてまわ20

ここでは、右遠の対象は祭火のみで、水査については述べられていない。このように、 GS.

によって右遣の対象が祭火のみである場合と、祭火とともに水査が含まれる場合があるが、右

遠の範囲に祭火とともに水査が含まれるものは λs.のみであり、そのほかの GS.は祭火のみ
@ 

で水査は含まれない。

ここで再ぴ、図像の表現を確認してみよう。第 I章で確認したように、釈迦とその右側に立

つ花嫁との聞の足元には必ず祭火の表現がみられ、ふたりが祭火を11甘んで歩いていることを示

すかのような表現がみられる作例が多数存在した。このような、釈迦の「結婚式」図にみられ

る祭火のまわりを手をつないで歩くという表現は、いま GS.に残るアグニ・パリナヤナの儀

礼をみることで理解できる。また、浮彫には祭火と並んで査を拙く作例と捕かない作例、査を

描く作例にも査が1つの場合と 2つの場合がみられるなどヴァリエーションがみられた。これ

に関しては、 GS.のなかでも査の扱いにヴァリエーションが認められる点が興味深い。とりわ

け、 As.には右遁の範囲に査が含まれているが、他の GS.には含まれないことが挙げられよう。
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なお、 GS.には結婚式で行なわれる数々の儀礼が規定されているが、その順序は各GS.に
@ 

よってさまざまであり、一定していない。これまでみてきたように、ガンダーラの r結婚式」

図の特徴は、①釈迦と花嫁の双方の右手が繋がれていること、②足元に祭火(および③水壷)

が描かれていることであった。このような図像的特徴との関連が考えられる儀礼として、パー

ニグラハナとアグニ・パリナヤナの 2つの儀礼をみてきたが、パーニグラハナには「花婿と花

嫁の右手同士をつなぐ」という規定がみられたものの、そこで規定される姿勢が異なる場合が

あり、アグニ・パリナヤナでは「花婿が花嫁を導き、祭火(および水壷)の周囲をまわる」と

規定されるが、手の繋ぎ方には言及していなかった。ここで注目したいのは、これらの儀礼は
@ 

いくつかの GS.では前後に連続して記述されているという点である。ここから、これらの儀

礼が連続して行なわれた可能性を考えることができょう。ガンダーラの「結婚式」図は、婚姻

儀礼のハイライトともいえるこれらの一連の儀礼を同時に描いたという可能性も考えられるの

ではないだろうか。

また、 GS.の規定する婚姻儀礼の順序と、仏伝文献に述べられる「結婚式」周辺の物語の順

序、図像にみられる「結婚式」の場面の順序がそれぞれ異なっているということも指摘してお

きたい。 GS.では、パーニグラハナやアグニ・パリナヤナなどの儀礼を花嫁の家で行なった後、
@ 

花婿の家に移動するものと規定されている。一方、仏伝文献では王宮(花婿の家)に花嫁やそ

の両親を呼び寄せている様子がうかがえる。対して、図像では「結婚式」の後に「妃の輿入

れ」の場面を配列する傾向が顕著である。この順序をみる限り、仏伝文献よりも図像のほうが

GS.の規定する順序に沿っているといえよう。

最後に、 GS.の記述と、仏伝文献のなかでは「結婚式」の場面が最も具体的であった『仏本

行経』の記述との関連性を考察しておきたい。繰り返しになるが、『仏本行経』での婚姻儀礼

の描写は、「地面に香を塗り、たくさんの花で飾った。マントラと蘇 o由)で火神を満足させ

た[供養した]。太子の手を(水で)漉いで、(娘の)父母は娘を(太子に)授け、太子の妃に

した」というものであった。パーニグラハナおよびアグニ・パリナヤナに規定されているのは

「花婿と花嫁の右手が繋がれること」、「花婿が花嫁を導き、祭火(およぴ水壷)の周りを右回り

に歩くこと」であるので、『仏本行経』にみられる記述とは一致しない。しかしながら、「火神

を満足させた」という表現は、明らかにそこに祭火が有ると想定される表現である。これに関

しては、 GS.に規定される婚姻儀礼のなかで、祭火に対する醇j由の献供が行なわれることが指

摘できよ?。さらに、「太子の手に(水を)注ぎ、娘を授ける」という表現も明らかに儀礼に

関する記述であるが、 GS.で規定される婚姻儀礼のうち、この記述に最も近いものに「父が娘
@ 

を花婿に与える儀式(カニャーダーナ、 Kanya-Pradana)J という儀礼が認められ、関連性があ

ると考えられる。ただし、図像との関連性からみると、カニャーダーナの記述には、図像の特
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徴として取りあげた①と②の要素がみられない。よって、『仏本行経』には確かに婚姻儀礼に

関する描写がみられるものの、やはり図像と完全に一致するわけではないといえる。

おわりに

以上、ガンダーラ仏伝図における「結婚式」の場面を考察してきた。「結婚式」の場面を描

いた作例には共通して①と②(および③)という図像上の特徴があり、これらの特徴があらわ

された意図について、仏伝文献によって比定することができるかどうか、またその表現を GS.

によって読み解くことができるかどうかを検討した。考察の結果、仏伝文献には「結婚式」の

場面はほとんどみられず、唯一詳細な描写をみせる『仏本行経』においても、婚姻儀礼だと忠

われる描写がみられるものの、図像の特徴とは一致しなかった。よって、「結婚式」図の諸特

徴を仏伝文献から読み解くことは難しいといえる。むしろ、 GS.にみられる婚姻儀礼について

検討した結果から、ガンダーラの「結婚式」図は、 GS.において規定されている婚姻儀礼のう

ちパーニグラハナおよびアグニ・パリナヤナと非常に近い表現をみせていることが明らかとな

った。

以上から、仏伝文献では釈迦の「結婚式」そのものについてほとんど述べられていないにも

関わらず、ガンダーラでは「結婚式J の場l向.が儀礼表現を伴って造形化されたことが明らかと

なった。図像にみられる表現がGS.にみられる規定と非常に近い表現をみせているというこ

とは、非常に重要だと考えられる。仏伝文献には詳細が述べられていないにも関わらず、図像

においては儀礼表現がはっきりと描かれているということは、「結婚式」の場面にみられる儀

礼は周知の事実として知られていたということ、つまり、当時のガンダーラでこのような儀礼

が日常的に行なわれており、それが「結婚式」凶に用いられたということを示しているのでは

ないのだろうか。
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@辻 [1976]pp.35-36. 

⑫ Gopal. R. [1959J pp. 230-231. 

@ 右遁の回数は GS.によって異同がある。なお、婚姻儀礼において使用した聖火は、新家へ運ぴ

移され、以後家火として常時護持されなければならない。(辻 [1976]p. 35) 
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@ pradak~iQ.am.呈但i旦udakumbham ca tril;l pariQ.ayanajapati. amohamasmi sa tvarp. sa 

tvamasyamoharp. dyauraharp prthivi tvarp. samaham{ktvarp. taveha vivahavahai. prajam 

prajanayavahai sarppriyau roci将司 sumanasyamanau jiveva saradal;l satamiti. (え5・GSリよ 7.

6.) 

なお、和訳にあたって次の英訳を参考にした。 (λιGS.，p. 150; Oldenberg， H. [1886] pp. 167-

168) 

@ pradak説明m当型i旦 paryaQ.iya.(Sa:伊-GS.，よ13.13.) 

なお、和訳にあたってオルデンペルグによる英訳 (Oldenberg，H. [1886J p.37) を参考にした。

@ 辻 [1976]pp.35-36. 

⑫ 辻 [1976]p. 35. 

⑧ 本稿でとりあげた瓦S.も、パーニグラハナの直後にアグニ・パリナヤナを規定している。その

ほかの GS.については辻 [1976Jpp.309-311を参照のこと。

@ 辻 [1976]pp.31-37. 

@ 辻 [1976Jp. 35. 

@ rマヌ法典』には「ドヴイジャの先頭者(プラーフマナ)の場合は、水による娘の贈与(カンニ

ャーダーナ Kanya.Pradana，Kanya.dana)が推奨される。しかし他の身分にとっては、相互の意

志による〔それが推奨されるL(1'マヌ法典.03.35:渡瀬信之訳 [1991J rサンスクリット原典全

訳 マヌ法典』中公文庫、 p.435)J というように「水による娘の贈与・Jという記述がみられるが、

その儀礼の詳細は不明である。しかしながら、これと同名の儀礼 (Kanya・dana)をいくつかの

GS.にみることができる。 GS.における Kanya.danaは r(結婚式において)父が娘を花婿に与え

る儀式」というものであり、新婦を新郎の手に渡す重要な儀式なのだが、これを規定する GS.は

少ない。カニャーダーナに言及する GS.のうち、マーナヴァ・グリヒヤスートラ(1.8.11) およ

びカータカ・グリヒヤスートラ (16.5) は、カニャーダーナの最後に新婦に潜水することを規定

している(辻 [1976Jp.34.儀礼の詳細は Gopal，R. [1959J pp. 225-227に詳しい)。
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図 1 Gandhara出土、

伯林寺所蔵、片岩、 23.5cm X 39cm X 6.5cm 
(出典 rパー ミヤーンJ fig. 41) 

図 3 British Museum 

(出典:Zwalf， fig. 169) 

図 5 Gandhara /l'，土、

日本個人所蔵、灰色11岩
(出典 • r栗田 IJfig. 110) 

図 2 Takht-i-Bahai出土 (probably)、

Private coll. Pakistan、灰色片持、30cm

(出:!!I!: r栗田 IJfig. 116) 

図 4 Sahri Bahloll+'，土、

日本個人所蔵、灰色)'1岩、 h.17.5cm、¥v.21cm 

(出 :!!I~ : r栗田 IJfig. 112) 

図 6 Roustam出土 (pl叫)ably)、

日本個人所蔵、緑色片持、 18cm
(出典 r栗田 IJfig. 111) 
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図 8 Kanjar-Kote (Swat)出土、図 7 Barikot出土 (probably)、

東京者11イ1111入所蔵、灰色片岩、 26cm

(IJ'，典 『架凹 IJfig. 114) 
Victoria & Albert Museum (In-no. 1M. 82-1939)、
灰色片岩、 20.5cm W'，gl~: Ackermann， Pl. XIIa) 

図 9 Swat出土、 Museedu Louvre (No. 38)、10cm 図10 Swat げにl二、Privatecoll. Peshawar、

(出典 :Foucher， Fig. 172) 灰色片岩、 18.5cl11 (出典 r肥塚』押図52c)

図11 Thareri (D10w) ，'1'，土、 11X6cm 図12 Sahri Bahlol i:l'，土、

(W典 rタレリ JPl. 111-84) Peshawar Museum (Inv. Nr. PM-2748)、

灰色片岩、 14X20X4.5cm

U:l:'o!U~ : Gandhara， fig. 154) 

図13 Gandhara出土、 図14 Ganclhara ，'1'，土、

Spink & Son L TD.、灰色片岩、 h.12cm 平山郁夫シルクロード美術航、灰色片岩、

(出典 r架|王11. fig. 113) h. 19. 8cm、w.34.7cm

(出典 rガンダーラJfig. 43) 
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図15 Koi (Gandhara)出土、

Lahore Museum (No.1022)、灰色片岩、

h. 20cm、w.34.5cm 

(出:JIl!: Ingholt， No. 34) 

図17 Ranigat (R101)出土、10X10cm 
(出典.rラニガ トJPI. 121-4) 

図19 Bajaur出土、 日本個人所蔵、

緑色片岩、h.23.5cm、w.17cm 

(出典 r栗閃 IJfig. 109) 

図16 Ganclhara出土、 PeshawarMuseurn 

(出典:Sehrai， N o. 19) 

図18 Sangao (Ganclhara)出土、

Lahore Museum 

m，:JIl! : FOLlcher， Fig. 173) 


